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１.はじめに
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ない程小さい。2014 年度 12 月発表統計で沖縄県内の米国人は 2,382 人 [法務省入国管理








京圏では沖縄県の実に約 40 倍、横浜圏と神戸圏では約 10 倍前後の規模となる。1990 年








前者は、1894 年頃横浜に来た商人、1900（明治 34）年頃に神戸に来た商人、1953 年に沖縄
に来た商人たちであり、後者は 1990 年代に台頭し、東京周辺に集住した IT 技術者を中心
としたインド人である [冨永 1994、1995、1999] [澤 2004]（図 2 参照）。現在、沖縄市の
インド人コミュニティ人口は、160 人程度と推定されるため [小日向 2012e、2012f ]、沖







































（写真 1）。また 1970 年には、有名レコード店キャンパスレコードもこの地に創業し、販








































  　　  写真１ ： エイサーのまち沖縄市
　  　   2015 年 3 月 15 日筆者撮影　　　　　　　　　　　　　　　　
  　　 写真２ ： ヒンドゥー寺院










































　  　  写真３ ： ヒンドゥー ・ マンディルの祭壇
  　　  2015 年 3 月 9 日筆者撮影
  　   写真４ ： ドーラク （手前） とチムター （奥）



































暦の祭事日程に合わせ、年間を通して様々な集会が催される。直近では、2015 年 11 月 11
日（水）夜にはディーワーリー祭（新年）が行われ、ラクシュミー神とガネーシャ神に対
するアールティー儀礼などが行われた。また同 10 月 22 日（木）夜には、ダシェーラ （ーラー
マ神勝利の 10 日間祭）を、同 9 月 27 日（日）朝には、シルディ・サーイー・バーバー誕
生祭、同日夜にはガネーシャ神に対するアールティー開催のアナウンスがあった。
　月曜バジャンの会への参集者は、観察やインタビューによれば多くて 20 人程度、その
　　     写真５ ： バジャンの会




見受けられる。また年齢の比較的高い層が熱心に通っており、定例会では 10 代、20 代な
どの参加が少ないことが悩みであるとの見解が多い [小日向  2015b、2012e、2012f ]。年間















サティヤ・サイ・オーガニゼーションの世界ネットワーク（126ヵ国 1,200 のセンター [2010























































 1 　本研究は JSPS 科研費 21520161、および東京音楽大学付属民族音楽研究所フィールド
　　調査費補助制度（2014 年度）の助成による。また本稿は、日本音楽学会第 66 回大会




 3 　社会制度の中で異文化音楽が受容される例として、[小日向  2015e] は学術制度（音楽
　　学）における「世界音楽」概念の移入と異文化研究の進展を、また [小日向  2010b] は
　　民間文化財団による異文化受容の推進を、[小日向  2012d] は音楽出版による異文化
　　音楽の普及を扱った。制度内や公共圏に提示された異文化音楽の情報に刺激を受けて
　　個人が私的関心を広める事例として、[小日向  2014a、2013a] はアカデミックな音楽
　　教育環境（作曲科）にある作曲家が作品創造の一貫として異文化音楽であるインド音
















　　的状況などを調査した記録がある。[山﨑ほか  2012] を見よ。






10  この場合の「Hindu」は、「ヒンドゥー教」であると考えられるが、「6. 宗教音楽」で
　　後述するように、彼らの宗教音楽や儀礼にはスィク教的要素も多分に含まれているた
　　め、この名称は「インド人の」と解釈できるかもしれない。







13　註 5 を見よ ｡
14　寺院備え付けの版は、パンジャーブ州のスィク教徒であるパンジャービー・スィクが
　　使うパンジャービー語版ではなく、発行：Nirguna Balik Satsang Maṇdal、訳：Lakshman
　　Chelaram の版。
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沖印友好協会：2003 年設立。会員数 = 約 100 人（2009 年）
Sathya Sai International Organization：http://www.sathyasai.org.
Sathya Sai Organization Japan：http://www.sathyasai.or.jp.
　Much has not been studied about Indian community living in Okinawa and its music. In Okinawa 
City, they established a "Hindu temple" in 1985, which is religiously syncretic and functions as the 
center for community living. Hindu gods/goddeses are placed on the main altar, while the holy 
scripture of Sikhism is placed on the main platform.
　Every Monday, members gather at the temple to sing bhajan songs to praise Hindu gods/
goddesses and the songs related to Sikhism. The songs have monophonic and antiphonal structure, 
sung as a chain of tunes. A typical bhajan gathering takes around one hour. Male participants usually 
play percussion instruments, including dholak, a folk drum, chimtā, musical tongs, manjīrā, a pair of 
cymbals, and others.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （本学講師、音楽学）
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